
本設計は、単純に開かれるのではなく、異界の住人たちにとって必要な「閉ざし」が第一に作られ、それらが部分的に開きを与えていく構成
を必要とする。そこで、従来のブラックボックスの殻をほぐしていく過程で、少しずつずれたところがホールの延長であったり、他の機能が
展開されたりすることで鶯谷という街の空気感の中で社交ダンスが少しずつ都市にシーンを与えていく構成を考えた。鶯谷という特殊な街の
空気間の中で、外部との距離を適度に保ちながらも内側の様相を露出していくような建築を構想する。それは単純に開かれた場所でも、ただ
ひたすらに閉じる場所でもないような、いわば或る「閉ざし」を作ることが同時に逆説的な「開き」も作り出す、そんな関係性を孕んだ建築
である。
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・各人の生活背景の不問
・非日常空間への自己の埋没

無縁化（デラシネ化）

ダンスホールやキネマ倶楽部に訪れる人たちは共通して、普段の生活とは全く別の非日常的な状態に身を投じる。本修士設計では、彼らの居
場所を都市につくるにあたって、彼らの「変貌」という行為に着目した。ここに訪れる人たちは共通して、普段の日常を脱ぎ捨て、別の非日
常の自分に着替える、といった行為を行う。つまり、彼らは、ここで変貌という行為を媒体に個人が持つ性別、家族、地位といった社会的属
性を取っ払い、全く別の「或る私」になることが許されるのだ。
私は、このような彼らの普段の日常を脱ぎ捨て、別の非日常の自分に着替える、といった行為に対してもっと空間が寄り添ってもいいのでは
ないかと考えた。ここで、このような無縁化（デラシネ化）という状態に焦点を当てて建築を考える。具体的には、現実からいったん彼らを
遮断するための閉ざしと、その後変貌した彼らが解放される場所を部分的に外に開くという構成を与えていく。

■無縁化（デラシネ化）

必要以上に隠す。しかしそれとは裏腹に
「見える」。例えば、ヴィクトリア朝の女
性用コルセット。衣服とはそもそも肉感
性を隠伏させるためのものであるはず
が、その過剰な操作故、逆に変貌した別
の肉感性を顕在化させてしまうようなあ
る種の逆説的な現象性に満ちている。
このような現象を建築の「開き /閉ざし」
という作り方の視座にできないだろうか
と考える。それは単純に開かれた場所で
も、ただひたすらに閉じる場所でもない
ような、いわば或る「閉ざし」を作るこ
とが同時に逆説的な「開き」も作り出す、
そんな関係性を孕んだ建築である。

■鶯谷における視覚的ざわめき
鶯谷は周知のとおり、多くのラブホテルが建ち並んでいる街である。ここでは、窓の意味は漂白され、
必要以上に外構が建築を取り囲む。私は、必要以上に隠すという操作が逆説的に内側への視覚的ざわめ
きを強調している景観がこの鶯谷という街に多く存在すると考えた。そのような鶯谷という場所特有に
表れている視覚的ざわめきを及ぼすような事象を分析することにした。そしてそれらが鶯谷の空気感を
作り出していることを明らかにしたうえで、私は前述のような「閉ざしと開きが逆説的に同居」するよ
うな建築が鶯谷にふさわしいのではないかと考え、本設計の敷地に選定する。

鶯谷駅からほど近いところに新世紀ダンスホールと東京キネマ倶楽部という二つのプログラムを擁する
新世紀という建物がある。前者は都内に二つしかない社交ダンスのための大型ダンスホールのうちの一
つであり、後者は LGBTが集まって行われるイベントやヴィジュアル系バンドのライブなどが頻繁に
行われるようなアングラの聖地されているイベントスペースである。これらはいずれも風営法規制の名
残やマジョリティからの固定概念によって社会から取りこぼされた文化のカケラである。そしてこれら
のための空間は完全なブラックボックスとして完結したものだ。事実、彼らは普段の社会的属性を取っ
払って非日常性の高いブラックボックス化された空間に自己を埋没させる、いわば「無縁の公共性」に
身を置くことで独自のコミュニティを発達させてきた。しかし、私は「彼らには彼らなりの社会への接
続の仕方」があり、それがなされることによって彼らの文化が生き続ける場所がゲットーではなく、マ
ジョリティ社会との共生ができる居場所となることを目指す。
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キャバレーなど

（ダンス＋接待＋飲食）
2号営業

キャバクラなど
（ダンス＋遊興か飲食）

3号営業
ナイトクラブなど
（ダンス＋飲食）
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鷲田清一「モードの迷宮」

変貌

敷地は鶯谷駅の南口から北に斜路を行ったところにある、言問通り沿いの角地に選定した。ここは非常に多くのラブホテル街がある北側の「閉
ざし」の景観と上野方面の活気に向かう南側の「開き」の景観の結節点である。また、計画道路によってさまざまに分節された用途地域の
結節点にもあたる。私はこのような場所がマクロな視点における開きと閉ざしの間で揺れ動く中間地点であるとし、「閉ざしが逆説的に作る
開き」が成立する場であると考える。

■敷地―結節点

■プログラム―新世紀ビル

変貌にまつわる喜劇
　入江　慎

東京理科大学大学院理工学部建築学専攻　安原研究室

Case.12 Case.13

Case.3Case.1

Case.18Case.17

駐車場

円柱のオブジェクトがバッファーとな
り、アプローチが分岐する。一方はより
外部に近く、もう一方は外部から距離を
とるような形式を作る。

建物の隙間を縫うようにアプローチが配
されることで、旗竿敷地のようになって
いる。不在性だけではない、異世界同士
のバッファーとなる空間が都市を這うよ
うに作られる。

鶯谷の建物ではガラスブロックを目隠し
の役割として外構に用いることが多い。
外構、円柱、三角の庇、開口、といった
それぞれの要素が独立しているため、エ
ントランスの存在がぼかされる。

エントランスの前に壁が一枚配されただ
けの単純な構成。付加された仮面の存在
感自体も少ないため、実は一番出入りす
る人の不在性が成立している。

駐車場がアプローチと一体化し、非常に
大きなヴォイドの空間となっている。実
際にはだれでも通り抜けられるショート
カットの道にもなりうる。

アプローチの入り口と建物のエントラン
スが立面的にずれて配されている。銀色
のオブジェや植栽もエントランスの気配
を薄める要因になっている。

・不在
・非正面性

・ヴォイド
・迂回

・不在 ・不在

・不在
・依存
・奥性

・不在
・非正面性

居酒屋の「ささのや」の店内は 12 畳ほど
の狭い空間であるが、家具を路上に打ち
放すことで店内空間を路上にまで拡張し
ている。

元三島神社境内の下に居酒屋の信濃路が
入り込んでいる。元ある神社の境内の下
に後から掘り込まれて下の階の空間が居
酒屋になっている。

毎年 5月に入谷朝顔祭りというものが開
催されている。祭りは言問通り沿いで行
われ、計画敷地から入谷鬼子母神までの
およそ 500ｍの歩道が仮設の屋根で覆わ
れる。

鶯谷公園は過密に建築が建ち並ぶラブホ
テル街にある児童公園である。50 年代開
園のものであり、もはや児童が遊ぶこと
もないが、過密化した都市にヴォイドを
作っている。

鶯谷と上野方面を東西に分割する斜路に
穿たれたトンネル。

斜路より東側の建物から西側を見ると、
下図のように向こう側の景色が斜めに切
り取られる。

パチンコ屋の上に置かれた時計台は、と
ても視界が開けているとは言えない場所
において、限定的な場所にのみ姿を現す。

車窓から見た線路沿いの風景である。装
飾的で窓の透明性すらなくなったラブホ
テル群が連続した壁のように視界を遮る。

Case.4 Case.5 Case.6 Case7 Case.8

Case.14 Case.15 Case.16

・拡張
・依存

・トレース
・貫入

・拡張
・占拠

・ヴォイド ・貫入

・不在
・分断

・中景
・点

・連続性

ラブホテル 緑地 その他商業住宅

SITE

新世紀ダンスホール

東京キネマ倶楽部

新世紀ダンスホール

東京キネマ倶楽部

ブラックボックス化されていた二つのホール 殻をほぐしながら内側を少しずつ露出

山手線

寛永寺霊園

鶯谷駅



■変貌とその閉ざし方 /開かれ方
・ダンスホールの一般客用更衣室

更衣室前の通路の外部に接する面の足
元に開けられた 500 ㎜の水平窓からは
ダンサーの変貌する前と後で異なる姿
が少しだけ垣間見える。

・ムーヴメントのノード

様々な動線の結節点となる場所。屋上
の広場に続く動線でもあり、そこでは
鶯谷のダーティリアリズムを引き受け
るようなパブリックな場所になってい
る。

・ダンサーのための階段

特に女性ダンサーは普段とは異なる衣
装、高いヒールに身を包むため、はじ
めはそれらに身体を慣らすように小幅
で歩き、徐々にホールに向かっていく
につれ、大股で歩いていく。このよう
な彼らのエモーショナルなムーブとも
いえる事象によって更衣室とホールを
連絡する階段がデザインされた。

・チケット売り場へのアプローチ

キネマ倶楽部のイベントの参加者がチ
ケット売り場へと向かうアプローチで
ある。敷地周辺の中でもひと際高いビ
ルの隙間に最低限の高さを備えた長い
通路を辿って、異界に向かっていく。

・パフォーマーのためのプロムナード

キネマ倶楽部のパフォーマーは控室か
らこの中空のプロムナードを歩き、鈍
く自分の姿が映り込む円形の穴をくぐ
りぬけてホールに向かう。南側を走る
山手線をわき目に、いよいよ日常世界
に別れを告げる。

・路面化粧室

イベントの途中、または直前に利用で
きる簡易的な鏡面と台がそなえられた
簡易化粧室。ホールのエントランスと
は別の小さい出口から壁を伝って入
り、その後、再びホールに向かう際、
変貌した姿が一瞬だけ街路に現れる。

・歪んだ鏡面と喫煙所

キネマ倶楽部の鏡面と同じく、ダン
サーが変貌前の日常の歪んだ姿を確認
してからホールに向かう。そしてこの
歪んだ鏡面は内側に喫煙所を作る。敷
地目の前の鶯谷公園には児童公園であ
るにもかかわらず、灰皿が簡易的に常
設されてしまっている場所であるが
故、こういった都市のダーティリアリ
ズムも取り込んでしまうような懐を持
ち合わせる。

・更衣室前の歪んだ鏡面

キネマ倶楽部の更衣室棟の前に配され
たこの鏡面はイベントの参加者たちの
本来の自分の姿に変貌する前の姿、つ
まり彼らの日常の仮の姿を歪んだ虚像
として映し出すためのものである。

・可動式の個室空間

キネマ倶楽部の参加者や演者がイベン
トの途中でも、ホールを出て、化粧を
直したり、身なりを整えたりする時に
即興的にフィッティングルームのよう
な個室空間になることのできる建具。

・ダンサーのためのプロムナード

ダンサーが変貌して、ホールに向かう
までの動線。受付を済ませ、ショーケー
スから衣装を選び、更衣室に向かうと
ころで、一気に天井高が高くなった空
間に出て、その後ホールに向かう階段
に出ていく。

・隠し階段

ダンサーたちが屋上のテラスに休憩に
行く際に利用する外階段。大通りに対
して一瞬だけ上半身が見えるような開
口を通り過ぎる。

・講師ダンサーの変貌

更衣室から 2階の講師控室に上り、そ
こからホールに向かう際、講師ダン
サーたちは南面に接する街路に対して
変貌した姿を披露することになる。そ
の後、一般観覧客との動線と合流し、
リズムを持った列柱空間を経て、ホー
ルに向かう。

・キネマ倶楽部更衣室棟A

4つの更衣室が並んだ更衣室棟。イベ
ントの参加者の段階的な変貌にアジャ
ストされたもの。着替え、化粧を済ま
せ、昇り、姿見の鏡面を確認し、外に
出る。

ダンサーやキネマ倶楽部の人たちが別の自分に変貌していく行
為にたいして一つずつ場を与えていった。更衣室のみならず、
受付、ドレスを選ぶためのショーケース、イベント中でも人目
につかないように化粧を直せる化粧室など、様々な変貌過程に
対して場が作られている。具体的には変貌する前の身体を包み
込むように隠し、変貌した後にホールに向かう身体を一時的に
都市に接触させるという操作を行った。

・キネマ倶楽部演者控室

キネマ倶楽部の演者はアプローチに
よって姿を隠し、演者控室にて変貌し
た後、プロムナードを通ってその変貌
した身体を都市に開き、ホールに向
かっていく。

・キネマ倶楽部更衣室棟B

シンプルな更衣室の箱が 12 個反復さ
れた更衣室棟。イベントの参加者たち
の変貌した姿がこの建築を出てから
ホールに向かう際に街路に一瞬だけ披
露される。

・多目的ホール

イベントの準備等でメインホールが使
えない日でも使えるホール。
山手線からのみ、中の様子が一瞬見え
る、限定的に開かれた場。

・練習用スタジオの窓

横断歩道の軸に向かって開けられた窓
は 2FL から 1000 ㎜の高さに開けられ
ており、中の様子が見えるのは人が窓
際に近づいた一瞬である。様々な見幅
のサッシが奇妙な立面を作る。

・大通りの隠れた通路

この建築はすべてが大っぴらに等しく
開かれることはない。周辺に比べて間
口が狭く作られた通路は実は敷地中央
のギャラリーと屋上に向かう階段に接
続された道である。ダンスホールの屋
上はダンサーのみならず、外部の人に
とっても隠れた休憩所として機能す
る。

■ムーヴメント
先のダイアグラムで示した、解体された殻は、外部との距離を適度に保ちながらも
内側の様相を露出していく。殻は壁面やヴォリュームなど、様々な形に姿を変えな
がら、異界の住人達に居場所を与えていく。
このような操作によって以下のように、ダンサーやキネマ倶楽部のイベントの参加
者たちが別の自分に変貌していく過程に対して、一つずつ場を与えていった。ここ
で作られる場の質は彼らの変貌する行為にのみ収斂せず、その変貌過程がどのよう
にして外部との距離感を適度に保ちながらも、あるところでは外部に接することが
できるか、ということにも寄与している。そしてこれらが集まって経路を作ってい
くことで一般客ダンサー、講師ダンサー、イベント参加者、イベントパフォーマー
たちの変貌していく過程のムーブメントが設計される。

・キネマ倶楽部イベント参加者
【アプローチ→チケット売り場→更衣室Ａ・Ｂ
→ホール】というムーヴ。また、イベント中
でも着替えたり、化粧を直したりできる簡易
化粧室がそなえられる。

・キネマ倶楽部パフォーマー
【アプローチに隠れる→受付→演者控室→プロ
ムナード→ホール】というムーヴ。また、リハー
サルスタジオや音響室などが取り付く。

・講師ダンサー
【講師用更衣室→講師控室→列柱のアプローチ
→ホール】というムーヴ。講師ダンサーのムー
ヴメントは一般の人が建築にアプローチする
ための動線と合流する。

・一般客ダンサー
【受付→衣装ショーケース→更衣室→階段→
ホール】というムーヴ。階段は 50 ㎜を公差
に踏面が増えていく。



変貌の断片

都市のホワイエに足を踏み入れれば、そこには変貌のスペクタクルがある。もしかしたらちょっとした会話も生まれたり
するかもしれない。だが、完全には理解しあわなくていい。なんとなく存在を認知し、互いにふさわしい距離感でもって
共生がなされる。接続過剰な現代においてある種の切断面が作り出す、接続のカタチ。

見る、見られるの関係は敷地内で完結しない。或る時にはビルの 4階からちらりと見えたり、山手線の車窓から刹那的
に認識したり、というように瞬間が都市をハックする。

大通り沿いに面した講師用控室からは、時折ドアが開き、衣装をまとった講師ダンサーたちが現れ、颯爽とホールに向かっ
ていく。バーコーナーに向かう階段とも動線が合流するため、講師の変貌のムーヴメントと一般の人の動線とのノードで
もある。

屋上テラスにはキオスクコーナーがあり、だれでも利用できるパブリックな場所となっている。敷地目の前の鶯谷公園の
ように、様々な行為を引き受けるダーティリアリズム。

一般客用の更衣室の廊下から変貌したダンサーのドレスの足元が見えるシーン。奥に見えるラブホテルは中身をほとんど
隠す外構自体にネオンがとりつき、街路を不気味に照らすのに対して、無機質な壁からダンサーの色鮮やかなドレスの足
元が外部に少し見える。

更衣室に入る前、つまり変貌を遂げる直前の歪んだ鏡像を確認して、日常を捨て去る準備をおこなう。変貌前と後では、
見た目もろとも内面も変化する。ただ場を添えるのではなく、エモーショナルな変化にも寄り添うことで、より変貌が楽
しくなるのではないか。

残像としての関係性

限りなく閉ざしに近い開きダンサーの街路

器としての広場心身の変貌

ダンスホール
イベントホール

都市

非日常 日常

都
市
の
ホ
ワ
イ
エ

■都市のホワイエ

　非日常の空間に自己を埋没させる人たちがいる一方で、直接的にこのホールに目的を持たない人でも自由に出入りでき
る都市のホワイエのようなものも作れないかと考える。特にキネマ倶楽部の集客は時に絶大で、前面道路はライブに集ま
るサブカルチャーのグループなどで、祭りのように騒然とした状況になることもある。このような人たち含め、直接ホー
ルに目的を持たないような人でも立ち寄れるような都市のホワイエのような機能を敷地中央に貫通させることにした。無
縁化された非日常空間に直接は干渉せずとも、日常的な場も担保できるようなある種の距離感を作りながら都市に接続さ
れる場所である。




